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書斎にて執筆中の檀一雄

会　期　11月3日（月）まで 

開館時同　午前9時～午後4時30分（入館は4時まで） 

休館日　　9月8・16・22“29日 

観覧料金 
一　般　　　　600円（420円） 

高校・大学生　400円（280円） 

小〃中学生　　200円（140円） 

（）内は20名以上の団体料金です。 
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檀一雄（1912－1976）

父“檀参郎がデザイン
したとされる初期の校章

檀一雄が愛用した
筆記具

H．15．9．1

秋
季
特
別
展

円
般
－
ト
匿
仮
』

檀
一
雄
が
都
留
市
（
旧
・
南
都
留
郡
谷
村
町
）
に
生
誕
し
て
か
ら
約

0
0
年
を
経
た
現
在
、
都
留
市
博
物
館
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」
の
秋
季

特
別
展
と
し
て
「
檀
一
雄
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
留
市
は
檀
一
雄
の
生
誕
地
で
あ
り
、
父
・
参
邸
が
山
梨
県
立
工

業
学
校
（
現
県
立
谷
村
工
業
高
等
学
校
）
の
教
諭
や
同
工
業
試
験
場
事

業
に
携
わ
っ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
直
木
賞
作
家
・
檀
一
雄
の
作

品
に
関
わ
る
原
稿
や
遺
品
な
ど
の
展
示
と
あ
わ
せ
、
父
・
参
邸
が
当

地
で
活
躍
し
た
業
績
や
関
連
資
料
も
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
現

在
の
山
梨
県
立
工
業
高
等
学
校
の
校
章
は
、
檀
参
邸
が
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
に
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
に
残
る
檀
参
邸
の

都
留
市
に
お
け
る
足
跡
の
一
つ
と
し
て
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

世
紀
を
越
え
て
現
在
も
郷
土
に
ゆ
か
り
あ
る
作
家
と
そ
の
父
に
関

す
る
展
示
を
是
非
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

檀
一
雄
の
代
表
作
で
あ
る
『
火
宅

の
人
』
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
原
稿
を
は

じ
め
、
映
画
化
さ
れ
た
同
作
の
賞
重

な
台
本
や
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
、
直
木
賞
を
受
賞
し
た
作

日
露
誌
蒋
『
真
説
石
川
五
右
衛
門
』
、

『
長
恨
歌
』
の
原
稿
、
野
間
奨
励
賞
に

輝
い
た
『
天
明
』
の
原
稿
な
ど
、
檀
一

雄
の
文
学
者
と
し
て
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
作
品
に
つ
い
て

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
多
彩
な
趣
味
を
も
っ
て
い

た
檀
一
雄
に
つ
い
て
、
作
家
と
し
て

の
側
面
か
ら
だ
け
で
は
な
Y
告
絵
画

や
料
理
に
親
し
む
彼
の
姿
も
窺
い
知

れ
る
資
料
を
揃
え
て
お
り
ま
す
。

期
　
日
　
1
0
月
1
3
日
（
月
）

◎
講
演
会
　
午
後
1
時
5
0
分
～

講
　
師

都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授

鷺
　
只
雄

内
　
容
　
「
檀
一
雄
と
都
留
市
」

⑥
朗
　
読
　
午
後
3
時
～

内
　
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
ひ
び
さ
の
会
」

○
『
火
宅
の
母
の
記
』

－
母
・
と
み
が
語
る

息
子
一
雄
と
都
留
市
－

○
『
リ
ツ
子
そ
の
愛
・
そ
の
死
』

－
純
粋
な
魂
の
美
し
き
が

感
動
を
そ
そ
る
名
作
－

○
ビ
デ
オ
上
映

『
火
宅
の
人
』
の
完
結
を
記
録

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ

オ
を
随
時
上
映

間
合
先

都
留
市
博
物
館

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」

℡
（
坐
8
0
0
8

℡
（
坐
8
6
0
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